
[image: image2.jpg]oX0 ARK KT




平成18年度

大阪府学力等実態調査

報告書

大阪府教育委員会
発刊にあたって
　今日、子どもたちの命が脅かされる事象が相次いで生起するなど、子どもたちをめぐる状況には極めて厳しいものがあります。また、子どもたちの学力面においても、国際的な学力調査の結果から、読解力の低下や学力の中位層に低下傾向が見られる、学習意欲、学習習慣などに課題があるなどの指摘がなされております。
　このような中にあって、国においては、昨年、60年ぶりに教育基本法が改正されました。今後、順次、関係諸法令の改正がおこなわれるとともに、学習指導要領についても改訂が予定されており、教育のあり方が大きく変化する転換期をむかえているといえます。
教育を取り巻く環境がこのように厳しく、変化する時代だからこそ、教育の原点に立ち戻り、目の前の児童生徒に確かな学力を育成し、生きる力をはぐくむことが大切です。
特に確かな学力の育成に関しては、日々の指導法の改善やその効果を検証し、一層の創意工夫による実践研究を積み重ね、学校を「確かな学びを保障できる場」として確立していくことが重要です。

　府教育委員会においては、平成15年度に、児童生徒の基礎基本の力や、自ら学び自ら考える力などの学力の状況を把握し、指導の課題や指導方法の工夫改善に資するため、府内公立小学校６年生と公立中学校３年生の約10％を対象に学力調査と生活調査、保護者調査等を関連づけた「大阪府学力等実態調査」を実施しました。
　その調査結果を踏まえ、大阪府としては、指導方法の工夫改善のための指導の手引きを作成するとともに、学力向上方策として「確かな学力向上のための学校づくり推進事業」をはじめとして、自学自習力の育成を図る「家庭学習支援教材の作成」や「自学自習力育成サポート事業」などを実施してきました。
　今回調査は、前回調査の趣旨に加えて、各学校が自校の学力実態を把握し、指導方法の工夫改善に活用できるよう府内の公立小中学校全校において小学校６年生と中学校３年生を対象に学力調査と生活調査を平成18年４月下旬から５月上旬かけて実施しました。あわせて、小学校99校（13.2％）、中学校66校（18.0％）の抽出調査校においては保護者調査と学校調査を実施しました。
　本報告書は、抽出校の調査結果の概要をまとめるとともに、分析結果から明らかになった具体的な指導上の課題や改善の方向性を記載しております。大阪府教育委員会としましては、今後の大阪府の教育施策の改善に役立てていく所存です。

各市町村教育委員会におかれましては、本調査の結果を活用いただき、学力向上等の施策の充実をお願いいたします。また、各学校におかれましては、自校の結果とあわせて分析いただき、教育課程の編成並びに具体的な日々の授業の充実・改善に活用いただくようお願いいたします。
最後に、調査の実施、分析、取りまとめ等にあたりご尽力いただきました調査研究協力者会議の学識経験者の方々をはじめ、調査の実施にご協力いただきました各市町村教育委員会並びに各学校の関係者の皆様に深く感謝申し上げます。

平成19年３月　　　　　　大阪府教育委員会 市町村教育室 小中学校課
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